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研究成果の概要（和文）：「滑稽本出版年譜」の作成を完了させた。日本古典籍総合目録データベースで滑稽本に分類
される本を中心に、『道中膝栗毛』初編（享和二年刊）の出版から慶応４年までに刊行された作品約350点の年譜の作
成を行った。
滑稽本の主要作者である式亭三馬の年表を作成した。題簽や刊行年などを正確に把握できた。滑稽本の一分野である茶
番本の研究である。
茶番本の研究史、口上茶番本の概説、口上茶番の構造の分析、芸能として見た場合の口上茶番の特徴を解明を行った。

研究成果の概要（英文）：I created " The comic books publishing chronology(From Dotyuhizakurige (1802) to 
1868)”.I created the chronology of Shikitei Samba.I studied Farce books (they are called Chaban in 
Japanese) and published the paper about Chaban.

研究分野： 日本近世文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
滑稽本研究のための基礎的研究である、

平成 22～23 年度科学研究費研究活動スタ
ート支援「年表編纂を中心とした滑稽本の
基礎的研究」の発展的研究に、本研究はあ
たる。 
 滑稽本の前段階として存在した洒落本は、
全集に『洒落本大成』（中央公論社、昭和
53～63）が存在する。滑稽本と同じく中本
であり、滑稽本の支流にある人情本は、滑
稽本と同じく研究が進んでいない状態であ
った。しかし、科学研究費の補助をうけた
研究結果をもとに、発生から文政期までの
人情本を対象にした『人情本事典』（笠間書
院、平成 22）が刊行されるなど、研究の基
礎的な段階が近年において、急速に整いつ
つある。その間にある滑稽本は取り残され
た状態にある。主要作者である十返舎一九、
式亭三馬、滝亭鯉丈らについて、研究並び
に、翻刻が割合進んでいるとはいえ、それ
ら主要な作者でも取り上げられない作品は
多々ある。零細作者に関しては、より放置
される状態にある。滑稽本で名をなした式
亭三馬を申請者は研究対象としてきたが、
滑稽本と呼ばれる作品群を通じて、江戸の
小説の特性を深く解明するため、また、よ
り精細な江戸文学史の構築のためには、滑
稽本の研究が進んでいない現状は看過でき
ないと感じていた。 
 
２．研究の目的 
日本近世文学の中で、滑稽本と呼ばれる分野
の作品を対象とする。具体的には、狭義の滑
稽本である『道中膝栗毛』初編（享和二年刊）
以降、作成された、滑稽を主題とする中本型
の作品群を主に取り扱う。滑稽本の書誌調査
で申請者が以前作成した滑稽本年表を増
補・改訂し、「書名」「書名読み」「巻冊」「著・
編者」「画工」「序跋」「出版元」「影印」「翻
刻」「注」「参照」「作品概要」から成る、江
戸時代に出版された滑稽本の年表を作成す
ることを最大の目標とした。 
 また、『浮世風呂』『浮世床』といった著名
な滑稽本作品を執筆し、主要な滑稽本作者と
して知られる式亭三馬の年譜を作成するこ
とも目的とした。 
 個々の作品としては、滑稽本の中で茶番本
として一群をなすものの、その全容や特徴の
研究が十分になされていなかった口上茶番
にまつわる本の研究を行うことを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 「滑稽本出版年譜」および「式亭三馬年譜」
の作成に関しては、主要機関におもむき、原
本、影印、マイクロフィルムの閲覧を行った。
また蓬左文庫マイクロフィルムや大東灸記
念文庫マイクロフィルムの購入を行い、それ

ぞれを照らし合わせることで内容の確認を
行った。 
 口上茶番本に関しては、該当するすべての
作品を閲覧し、影印を収集したうえで、文責
を行った。 
 
４．研究成果 
（１）研究最終年度の本年度は、本研究の最
大の目的であった「滑稽本出版年譜」の作成
を完了させた。日本古典籍総合目録データベ
ースで滑稽本に分類される本を中心に、『道
中膝栗毛』初編（享和二年刊）の出版から慶
応４年までに刊行された作品約350点の年譜
の作成を行った。以前の「研究者スタートア
ップ支援」で作成した内容の大幅に増補改訂
を行った。 
本年譜は「書名」「書名読み」「巻冊」「著・
編者」「画工」「序跋」「出版元」「影印」「翻
刻」「注」「参照」「作品概要」から成る。特
徴として、初版本の版元を記載したこと、そ
して各作品について簡単ながらも概要を付
したことである。当初計画していた、分類別
の系統樹図の作成には及ばなかったが、本年
表によってほとんど作品が分類可能になっ
たはずである。本年譜は平成 27 年 7 月刊行
予定の「三重大学日本語学文学 26 号別冊」
に「江戸時代滑稽本出版年譜稿」として、掲
載される。 
今後、滑稽本を研究する予定の者は、本年譜
を参照することで、善本の情報や所在、影印
や翻刻の有無をすみやかに知ることができ、
またそれぞれの内容をすばやく簡単に知る
ことができるようになった。 
本年譜稿は江戸時代の滑稽本の出版年譜で
あり、未刊におわった滑稽本の写本約 30 点
や明治以降に刊行された滑稽本のデータは
基礎的なものを収集したものの、発表できる
ほどの調査・確認ができなかった。今後、折
をみて、これらも継続して研究し、発表の機
会をうかがいたい。 
 
（２）滑稽本の主要作者である式亭三馬の年
表を作成した。成果は次の通りである。式亭
三馬の年譜に関しては本田康雄『式亭三馬の
文芸』（笠間書院、昭和 48）の巻末に年表が
ある以外は存在しなかった。式亭三馬の著作
の影印を収集し、式亭三馬の伝記研究として
詳しい棚橋正博『式亭三馬』（ぺりかん社、
平成６）と比較し、さらに原本・影印・マイ
クロ・インターネット公開データをもとに年
表を作成した。題簽や刊行年など従来のもの
に比べて、かなり正確に把握できた。伝記と
しては、従来の研究では曖昧であった部分、
特に堀野屋・万屋との関係に新しい事実を見
出すことができたことが成果といえる。 
式亭三馬は十返舎一九と並んで、滑稽本の作
者の中心人物であり、本年表の作成は滑稽本
の研究に大きな前進をもたらした。 
狂歌本への入集状況を事細かに調査したた
め、狂歌壇との関係が明瞭になり、滑稽本研



究に利点があるのみならず、狂歌研究にも貢
献する研究となった。 
また、三馬とその門人について、狂歌賛や序
文の有無を含めてその関係が記せた。本年譜
の特徴として、善本を多く有する専修大学向
井文庫本を参考にしていることがある。善本
の見つけにくい草双紙に関して、貴重なデー
タが収録できた。 
 
（３）滑稽本の一分野である茶番本の研究で
成果をあげた。 
口上茶番とは、まず題を決め、つぎにそれ

とは一見関係のない品物（景物）を出し、そ
れにかかわる地口や理由をつけてオチをつ
ける一種の話芸である。１８世紀なかごろに
登場し、２０世紀の初頭まで行われた。江戸
を中心に行われたが大坂にも茶番のグルー
プがあった。現在に伝わっていない話芸であ
り、口演を記録した茶番本によってその具体
的な内容が知れる。立茶番が衣裳をつけ、立
っての演技をともなうのと異なり、座ったま
ま演じる点に特徴がある。芸能として口上茶
番を見れば、特殊な要素がある。芸能はくり
かえし演じることが基本であるが、口上茶番
はオチが知れてしまうと面白くないため、一
回性が通常の芸能に比べて高い。題は予め決
めてあり、くじ引きで配分するものの、一回
性を考慮するならば、同時代に行われた三題
噺に近いといえる。座った口上を述べるのが
口上茶番と厳密にはいえるが、実際には仕形
（身振り）が入ったり、衣裳をつけておこな
うものでも、一人で座ったまま演じるならば
口上茶番と言ってよいものである。行うもの
たちは連（れん）と呼ばれるグループで狂歌
連などを兼ねていたようである。この点も三
題噺に似ている。茶番本を信じるなら女の演
者もいたと思われる。舞台は高座を組むもの
もあるが、そうでないもののほうが多い。蝋
燭が出ていることから、これも三題噺と同じ
く夜に演じられたのだろう。聴衆からお金を
とって演じるものではなく、むしろ景物をお
みやげ渡すところに特徴があった。茶番や素
人芝居と同じで、江戸的なコミュニティの消
滅にともなって、なくなってしまったものと
思われる。その内容は基本的にはカケ・ト
キ・ココロをともなう三段なぞと同じである。
ココロが中心となり、それを見せる運びが重
要となる。口上茶番といえども単に述べるだ
けではなく、仕形が入ってくる場合がある。
なぞときには地口のほか、形の見立て、知識
的なものを理由につかうものがある。もっと
簡単な地口で見せるものがあり、順繰りに展
開する。段返しと呼ばれる手法があって、ま
ったく別なものにもう一度見立てるのだが、
順を追ってつぎつぎに見立を変えていくこ
とは口上茶番に多い。一人称でしゃべるとお
りに書き留められるのが基本である。第三者
から見て、仕形や口上を記すという形式にと
うとうならなかった。滑稽本のなかで一人称
でしゃべるものに似ている。噺本と同じく幕

末になると長編化する。 
以上のことを解明したほか、茶番本の研究史
を前段階におき、口上茶番本の概説、口上茶
番の構造の分析、芸能として見た場合の口上
茶番の特徴を解明して論文化を行った。 
研究成果は、「芸能としての口上茶番」（『国
語と国文学』91 巻５号、東京大学国語国文学
会、平成 26・５）として発表した。当該論文
は、先行研究および現存する口上茶番本をす
べて網羅している。口上茶番本それぞれに内
容の説明を行い、利便性が高い。また、口上
茶番の構造が三段なぞであることをつきと
めた。口上茶番研究史のなかで、決定的な論
文になったのではないかと思っている。 
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